
自分の成長を自覚し、次の目標を持つ 

３学期スタート 
令和７年元日、昨年と同じあたたかな日差しの中、新年を迎えました。しかし、心の中は穏やか

とはいえず、昨年の大地震を思い起こし、犠牲になられた方・今なおつらい状況におられる方に

思いを馳せた一日でもありました。 

 本日、学校では子どもたちの元気な声や笑顔が戻ってきて、３学期をスタートすることができ

ました。当たり前に過ごせることのありがたさを改めてかみしめています。子ども達が次の学年に

向けて新たな希望を抱けるよう、今後とも職員一同心を一つにして楽しい学校づくりを目指しま

す。本年もよろしくお願いします。 

 

今年は干支でいうと、巳年です。巳とはへびのことです。 

へびは怖いイメージですが、昔から豊作やお金の神様といわれ

あがめられてきました。また、成長過程で何度も脱皮をしますが、

脱皮の度に体の表面の傷を治すことができる、たくましい生命力

があるといわれています。 

今年の巳年は多くの人にとって成長や、結実の年で、すぐに結

果が出なくても粘り強く取り組むことが大切だそうです。 

みなこだっ子も あせらず、自分のペースで成長してほしいです。 

 

学校での３学期は「充実期」といわれ、「これまで学んできたこと

から自分の成長に気づき、次の学校や学年への目標を持つ」とい

う意味があります。また、３学期は次の学年の０学期ともいい、６年

生は中学１年生、０学期が始まったということです。 

「一年の計は元旦にあり」ということわざがありますが、この３学

期にどんなことをがんばるのか、目標を持ってほしいです。 

 

南小立野小学校での学校のめあて「ともに生きる」のために、大切にしている「みる・なかよく・

みんな」。まだできていない「み・な・み」はありますか。 

 ①今までの自分をふり返ろう 

これまでできたこと、できなかったことをふり返ってみましょう。 

②自分の成長計画をたてよう  

よりよく成長するための計画をたてましょう 

③自分の成長を見つめよう 

３月には、どれだけ成長できたのか、自分を見つめてみましょう。 

先生達もみなさんのがんばりを応援しますので、困ったときはいつでもお話ししてください。 
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